
 
 

 

 

 

 

 

日時 ２０１１年８月９日（火）  

午後６時００分～午後８時００分（開場：午後５時３０分） 

場所 弁護士会館２階講堂「クレオ」 
〒100-0013 東京都千代田区霞が関１－１－３ 

参加無料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

  

 

主催 脱原発弁護団全国連絡会 
 

問い合わせ先：さくら共同法律事務所 弁護士 河合弘之 担当井手（TEL：03-5511-4400 FAX：03-5511-4411） 

東京共同法律事務所  弁護士 只野 靖 担当高橋（TEL：03-3341-3133 FAX：03-3355-0445） 
 
ご提供いただいた個人情報は，厳重に管理いたします。また，この個人情報に基づき，脱原発弁護団全国連絡会もしくは同連絡会
が委託した第三者より，シンポジウム等のイベントの開催案内，書籍のご案内その他同連絡会が有益であると判断する情報をご案
内させていただくことがあります。なお，個人情報は，統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表
することがあります。 
※当日は，マスコミ各社による取材撮影があり，撮影した映像・画像は、報道等に使用される可能性があります。 
※撮影をされたくない方は，当日，担当者にお知らせください。 

 

 

 

私たちは、これまで、原発の運転差止・設置許可取消訴訟等を通じて、原発の危険性を訴えてきました。しか

し、国、電力会社及び裁判所は、これを無視し続けてきました。そして、国及び電力会社は、未だ原発を稼働させ

続けており、また停止中の原発の運転を再開させようという動きもあります。 

しかしながら、福島原発事故の甚大な被害を目の当たりにし、原発の危険性が明らかになった今、原発の存続

は、もはや絶対に容認できません。 

本年７月１６日、私たちは、脱原発の一点において、全国各地で原発裁判に取り組んできた弁護団の全国連絡会

をはじめて結成し、全国各地の原発の即時停止を求めることを確認しました。 

このシンポジウムを通じて、これをどのように実現するかを考えていきたいと思います。 

◆地下鉄丸の内線・日比谷線・千代田線  
「霞ヶ関」駅 B1-b 出口（弁護士会館地下１階に直結）       

◆地下鉄有楽町線「桜田門」駅 ５番出口から徒歩８分 
◆ＪＲ山手線「有楽町」駅 から徒歩１５分     

 

内容（予定） 
■ 福島県 原発被災者からの報告 

（大型バスで数十名の原発被災者に来京していただ

く予定です。被害の悲惨さ・理不尽さを直接訴え

ます。） 

 

■ 脱原発弁護団全国連絡会代表 

  河合弘之弁護士 ほか 各地弁護団からの報告 

 

■ パネルディスカッション 

---------------------------参加申込書（切り取り不要・送信票不要）------------------------------- 
さくら共同法律事務所 井手宛（ＦＡＸ：０３－５５１１－４４１１） 

※事前申込なしでも御参加いただけますが，人数把握のため，できる限り事前にお申し込みください。 

御名前                 ／御所属・連絡先 


